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　見えない物事を見える形へ : インフォグラフィックスとは、
複雑な内容やイメージしづらい物事の仕組みなどを、把握・
整理し、視覚的な表現で他の人に「情報をわかりやすく伝え
るグラフィックデザイン」のことです。 絵や図で説明すると、
言葉で伝わらないことでも簡単に理解できる。 それが、インフ
ォグラフィックスの目的であり、理想であります。本研究室
では、インフォグラフィックスをテーマとしたコンテンツを
次々と世の中に発信していきます。そのための情報デザイン

キーワードとして５つをあげています。1.Attractive 見る人の
目と心を引き付ける : 何かに気になり引きつける、共感させる、
直感的に理解させる。2.Clear 伝えたい情報を明確にする。
3.Simple 必要な情報だけを視覚化する : 色の数、書体、文字数、
線などの要素を簡潔に整理。4.Flow 目の流れに沿う : 目線を
誘導するための仕掛けを用意。5.Wordless 文字がなくても理
解させる : 文字の説明無しでも理解されるのが理想であり、「伝
わる」を目的したデザインに心かける。

　筑波大学発ベンチャーを設立し、研究の過程で開発された
新技術をもとに、3 次元グラフィックス圧縮エンジンのライセ
ンス提供や教育用コンテンツ制作を行っています。近年では、
パッケージデザイン専用の３ DCG ソフトウェアを開発しまし
た。デザイン段階で用いられる模型制作費用や写真作成の手
間を省くためのソフトウェアで、特別な 3DCG の知識や経験
がなくても、誰でも簡単にそして美しくパッケージ商品の
3DCGが作成できるソフトを開発・社会に還元しています。

　デザインは「感性」より「論理」が重要です。実は、誰で
も美しものを見分ける感性は持っているはず。なぜ美しく見
えるのかの答えはデザイン学理論にあります。その理論に基
づいた「デザイン手法」を用いて、AR/MR など近年の先端テ
クノロジーをフール活用する視覚表現研究を進める」これが
本研究室の強みです。美しさ・楽しさ・面白さを追求するグ
ラフィックスデザイン研究に参加してください。必要なもの
は「人間力」「コミュニケーション能力」のみ。
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3DCG RealTime  Randering ENGINEによる情報の可視化表現例
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